
観戦に当たってのルール

歓迎

写真の撮影

写真のシェア・公開

写真のコンテスト応募

知っておきたい観戦マナー

1. 境界線の内側で。
2. 係員の指示には必ず従う
3. 後ろの人も見やすいように

モータースポーツには危険が伴います。主催者は、飛び石
による怪我や制御を失ったラリーカーによる事故など、あら
ゆるリスクと見ごたえのバランスを考え、観戦ポイントを設
定しています。コーステープやネットなどで設定された境界
線の外には決して出ず、場内では係員の指示に従ってくださ
い。また、脚立や三脚などは、他の方の迷惑にならないよう
に注意して使用してください。

禁止

撮影した写真の有料販売

動画の無許可公開・配信

ドローンの使用

アクシデント写真の公開

写真・動画の権利に関して

ラリーの大会には競技の他、興行的な側面もあります。コ
ンサートなどの写真や動画撮影には興行主に権利があり観客
による撮影には制限がある場合と同様に、ラリーもまた写真
や映像の権利はラリー主催者が有しています。

JGRは主催者の委託を受けて、動画に関する権利を管理し
ています。動画の公開や、写真の有償販売については、JGR
までご連絡をお願いします。



林道ステージ観戦の３か条

1. 山歩きできる靴・服装で
2. 長時間外にいる装備を
3. 傘ではなくレインコートを

林道ステージは駐車場などから山道をかなりの時間歩く場
合や、舗装されていない道を歩くことも珍しくありません。
トレッキングシューズなど歩きやすい靴、両手が使えるカバ
ン、夏場では帽子や飲料水など脱水症状対策もお忘れなく。
観戦ポイントによっては、いったん到着したら、そのス

テージが終了するまで戻ることができない場合もあります。
長時間屋外にいることになる可能性を考えて、飲料水や虫よ
け、帽子、ゴミ袋、折り畳み椅子やお菓子など、必要に応じ
て装備を整えてください。
雨が降る可能性のある場合は、傘ではなくレインコートの

準備をお願いします。混んでいる観戦ポイントでは、傘をさ
すと周囲の観客の方々の迷惑になるほか、突風でステージ内
に傘が飛ばされてしまうと、競技の安全性に重大な問題を引
き起こす可能性もあります。
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リエゾン観戦の３か条

1. 許可なく私有地に入らない！
2. タバコの吸い殻やゴミなど、必ず持ち

帰る！
3. 周囲に優しく、通りかかる人や車にも

思いやりをもって観戦！

リエゾンでの応援は選手にとっても嬉しいものですが、場
所と状況をよく考えないと、近隣住民や一般の道路利用者に
とっては迷惑となることもあります。

上記の3か条は、最低限のマナーです。特に私有地に勝手
に駐車する事の無いように気をつけてください。

観戦者のマナーが悪いと翌年の開催に悪影響を及ぼすこと
につながり、選手にとっても望ましくない事態を招きかねま
せん。リエゾン応援は自由、ではなく、むしろ高いマナー意
識が求められるという意識でお願いします。
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競技のための３か条

1. クルーに何も渡さない。
2. ラリーカーに触れない
3. 信号待ちで近づかない

（安全のため）

ラリーは、初日に最初のステージに向けて出発したときか
ら、最終ステージの走行を終えて帰ってくるまで、全て独力
で困難を乗り越えて走りきる、耐久の要素も含んだ競技です。
故障しても修理はクルー2名とラリーカーに搭載した装備だけ
で乗り切らねばならず、一切の外部の支援が禁じられており、
例外はサービスパークでの整備作業だけになっています。
このため、たとえ善意であっても、競技中のラリーカーや

クルーに何かを手渡したりすると規則違反となり、最悪の場
合クルーが失格となる恐れもあります。
リエゾン（移動区間）の信号待ちやタイムコントロール前

での待ち時間など、クルーと接する機会があっても、これだ
けは忘れずに守ってください。
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最後にお願い

地元への感謝と貢献を！
スペシャルステージはもちろん、リエゾン区間として公道

を走行する区間も、ラリーを開催するという事は地元に負担
をかけており、住民の方々の温かい理解と協力がなければ成
り立ちません。
競技を行い、観戦させてくれること、騒音や通行止めなど

の不便を我慢してくださっていることに感謝し、その気持ち
を表していただけると、非常に嬉しいです。
地元の名産をお土産に買って帰るとか、開催地で給油す

る・買い物をする、何でもいいのです。そして、お店などで
地元の方に接する機会があれば、そんな感謝を伝えてみてく
ださい。「ラリーの人たちっていいね」と思ってもらえたら、
その後もきっとうまくいくと思うのです。
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